
12003800ボランティア概論 

授業科目  ボランティア概論 単位  1 

履      修  選択 関連資格  ナンバリング EN10604J 

開講年次  1 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP1-1 

担当教員  今村  浩司 

授業概要  

【実務家教員担当科目】 

現代社会においては、「ボランティア」という言葉が多岐に渡って使用されています。「ボランティア」は多種多

様の活動があり、そしてその組織も多く存在します。 

 本講義では、ボランティアの理論や実践について学びを深めるとともに、自らボランティアに参加したりする

ことにより、自分自身の社会的有効性や存在価値を見出し、豊かな人生を目指すことを目的としています。 

 講義内容は、実務家教員（ボランティアや地域貢献活動の実践経験を有する）が、可能な限りよりリアルに

具体的ボランティアや地域貢献活動の現状を、興味深く展開させていきます。 

 その後に社会の中で実際にボランティアや地域貢献活動を実践している 6名の方をゲストスピーカー（外部

講師）として招聘し、さまざまな角度からのリアリティーにあふれる具体的な講義を展開し、その現状と魅力を

伝えていきます。  

 なお、授業の運営方法については、対面講義が困難な場合等は、ウェブ等を使用しての講義等に変更して

実施することもあります。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１、ボランティア活動や地域貢献活動等の理念、役割を理解し説明できる。 

２、社会の中でのボランティア活動や、地域貢献活動等の関係性を理解し説明できる。 

３、社会の中での多様な課題を理解し、地域社会に貢献する必要性を説明できる。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 0 0 50 0 40 10 100  

知識・理解 (DP1-1)   50  40 10 100  

知識・理解 (DP1-2)         

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)         

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1)         

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)         

態度(DP4-2)         

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)         

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

１、ボランティア活動や地域貢献活動等の理念、役割を理解した

うえで説明できる。 

２、社会の中でのボランティア活動や、地域貢献活動等の関係性

を理解したうえで説明できる。 

３、社会の中での多様な課題を理解したうえで、地域社会に貢献

する必要性を説明できる。 

１、ボランティア活動や地域貢献活動等の理念、役割を説明で

きる。 

２、社会の中でのボランティア活動や、地域貢献活動等の関係

性を説明できる。 

３、社会の中での多様な課題と、地域社会に貢献する必要性を

説明できる。 
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授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 

「ボランティア概論とは」 

ボランティアの活動の理念、役割、基本的性格、定義

について解説する。また、歴史的背景も解説し、現状

と課題について理解を深める。さらに社会貢献活動に

ついても解説する。 

 履修についてのルールや、レポート、評価方法につ

いても説明する。  

講義 新聞や情報誌等で、ボランテ

ィアや社会貢献活動に関して

の記事等を確認しておく。 

30 

2 

「社会福祉領域におけるボランティア１」 

社会的支援の必要な子どもたちに対してのボランティ

アや地域貢献活動を解説する。（外部講師） 

講義 新聞や情報誌等で、ボランテ

ィアや社会貢献活動に関して

の記事等を確認しておく。 

 30 

3 

「北九州市のボランティア事情」 

私たちの街、北九州におけるさまざまなボランティア

や地域貢献活動についての、現在過去未来を解説す

る。（外部講師） 

講義 予習として、事前に配布する

用紙に、「北九州市のボランテ

ィアの事情」についてまとめ

る。 

復習として、講義を受けて自

分の感じたことをまとめる。

（次講に提出） 

 30 

4 

「社会福祉領域におけるボランティア２」 

障害者や高齢者、ホームレスや刑務所出所者など

の、社会的支援の必要な方々に対してのボランティア

や地域貢献活動を解説する。（外部講師） 

講義 予習として、事前に配布する

用紙に、「社会福祉領域にお

けるボランティア」についてま

とめる。 

復習として、講義を受けて自

分の感じたことをまとめる。

（次講に提出） 

 30 

5 

「災害時におけるボランティア」 

さまざまな自然災害の特徴と、それらの災害を対象と

したボランティアに求められる知識や技術を解説す

る。（外部講師） 

講義 予習として、事前に配布する

用紙に、「災害時におけるボラ

ンティア」についてまとめる。 

復習として、講義を受けて自

分の感じたことをまとめる。

（次講に提出） 

 30 

6 

「社会貢献や地域連携におけるボランティア」 

ＮＰＯやＮＧＯの概念や現状を理解し、その活動内容

や役割、地域社会から求められているニーズを解説

する。（外部講師） 

講義 予習として、事前に配布する

用紙に、「社会貢献や地域連

携におけるボランティア」につ

いてまとめる。 

復習として、講義を受けて自

分の感じたことをまとめる。

（次講に提出） 

 30 

7 

「国際ボランティア」 

海外のボランティアの事情や、海外で活動するボラン

ティアを紹介し、その現状や課題を解説する。（外部講

師）  

講義 予習として、事前に配布する

用紙に、「国際ボランティア」に

ついてまとめる。 

復習として、講義を受けて自

分の感じたことをまとめる。

（本講内に提出） 

 30 

8 

 「総まとめ」 

ボランティアや地域貢献の課題と今後の展望につい

て解説し、総まとめを行う。 

講義 今までの講義について振り返

り、ボランティアや地域貢献の

諸活動の理解を深める。 

 30 

9 
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10 

    

11 

    

12 

    

13 

    

14 

    

15 

    

16     

17     

18     

19     

20     

21     

22     

23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

新聞やテレビ、情報誌等々を通して、社会情勢や地域の課題について関心を持つように心がけてください。 

テキスト 

特に設定はしません。毎回レジュメや関連資料を配布します。 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

講義中に必要に応じて紹介します。 

また、本学の図書館には、さまざまな「ボランティア」「社会貢献」「地域貢献」「ＮＰＯ」「ＮＧＯ」等に関しての本

がありますので、最低 3冊は読むように心がけてください。 
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授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

 大学や地域の身近なところで活動している団体についての、情報提供を行います。ウェブサイト等で調べて

ください。 

 また、活動している団体の研修会や活動についても情報提供を行いますので、可能ならば参加してみてくだ

さい。 

 外部講師の先生方のご都合で、シラバスの予定から変更になる場合もあります。 

 参考までに、今までのお越し頂いた一例です。「子ども食堂」「フードドライブ」「小倉城竹あかり」「ドッグセラ

ピー」「学生カフェ」「ロシナンテス（主としてアフリカでの医療活動など）」「北九州魚部」等です。今年度に関し

ては、初講の時にお知らせします。 

達成度評価に関す

るコメント/課題に

対するフィードバッ

クの方法 

評価については、レポートを課します。また、外部講師の講演についてのそれぞれのレポートも評価の対象と

します。その他については、グループ検討の積極性や関心度を含む、講義貢献度も評価の対象とします。 

 


